
 

第４学年＊組 算数科学習指導案 

                                            指導者    所 崇之 

                                    H29研修センター長期研修 

１ 単元 面積 

 

２ 単元の目標 

 ○ 面積の大きさを数値化する意義や求め方について関心をもち，日常生活やほかの学習に進んでそれらを活

用しようとする。                          （算数への関心・意欲・態度） 

 ○ 長方形や正方形などの面積が単位面積のいくつ分にあたるかを求める方法を図や数，式などを用いて表し, 

それらを求積公式として適用できる。また，複合図形の面積の求め方を長方形や正方形の求積公式を基にし

て，図や式などを用いて説明できる。                      （数学的な考え方） 

 ○ 長方形，正方形の求積方法やいろいろな面積の単位を適切に用いて，図形や身の回りのものの面積を実際

に測定することができる。                       (数量や図形についての技能） 

 ○ いろいろな面積の単位として,｢㎠｣,「㎡｣,「㎢｣,「ａ｣,「ha」があることを知り，それぞれの大きさの関

係について理解するとともに，測定する対象に合わせて適切な単位があることを理解する。   

   （数量や図形についての知識・理解） 

 

３ 単元について 

（１）教材観 

   児童は第３学年までに，長さ，かさ，重さについて普遍単位を用いた測定を学習してきている。面積の概

念については第４学年で初めて学習することになる。本単元では，面積についての単位と測定の意味を理解

し，正方形及び長方形の面積の求め方について考え，それらを用いることができるようにすることをねらい

としている。そこで，正方形や長方形の面積は単位面積１cm2の正方形のいくつ分かで表すことを理解し,(縦

の長さ）×（横の長さ）で求めることができること，複合図形の面積は求積できる図形に分割して考えるこ

となどを図や式，言葉で説明できるようにしていく。また，身の回りにある正方形や長方形の面積を実際に

調べる活動を行い，面積の学習が日常生活に役立つものであることを実感できるようにしていくことをねら

いとしている。 

（２）児童の実態（男子＊人 女子＊人 計＊人） 

本学級の児童を対象に，実態調査（平成＊年＊月＊日実施）を行った。四角形に並んだ○の個数を求める

問題において，根拠を明らかにして説明することができた児童が＊人だったのに対して，式は記述できたが，

根拠を明らかにして説明できていない児童が＊人，答えのみの記述や無答など根拠を基にして考えることが

できない児童が＊人であった。このことから，根拠を明らかにしながら考えを進めることや，問題の解決に

おける考え方を式や図などを用いて説明することができない実態が明らかになった。 

（３）指導観 

児童は，これまでに長さやかさ，重さなどの量について，直接比較→間接比較→任意単位による比較→普

遍単位による比較の４つの段階を踏まえて単位を定め，そのいくつ分として数値化できることを学習してき

た。面積においても，既習の内容との関連を図り，統合的，発展的に考えられるように展開を工夫していく。

また，長方形や正方形の面積の公式については，なぜその公式になるのかを根拠を基にしながら公式を導く

活動を大事にする。そして，面積を表す様々な単位を学習する際に，単位の関係を覚えるだけではなく，単

位を変換する時にも根拠を明らかにしながら考えさせていく。このように，児童が根拠を明らかにしながら

考えを進めることや，問題の解決における考え方を説明することができるような指導を心がけていきたい。 

そこで本時は，複合図形の面積の求め方を考えていくにあたり，図形の構成を考える活動の工夫と式の意

味を図形の構成要素に着目して考える活動の工夫を行う。図形の構成を考える活動の工夫では，図形を組み

合わせる活動や思考焦点化シートで考える活動を行うことにより，根拠を明らかにしながら考えを進めるこ

とができるようにする。また，式の意味を図形の構成要素に着目して考える活動の工夫では，式と図の対応

する部分を関連させる活動と復唱を取り入れた伝え合う活動を行うことにより，問題の解決における考え方

を言葉や数，式，図などを用いて説明するができるようにする。これらの活動の工夫を通して，見通しをも

ち筋道を立てて考え，数学的に表現する能力を育んでいきたい。 



 

４ 指導計画及び評価規準（12時間扱い） 

第１次 広さの表し方・・・・・・・・・・・・・・・・２時間 

第２次 長方形と正方形の面積・・・・・・・・・・・・４時間 

時 学 習 内 容 関 考 技 知 評 価 規 準 

１ ・長方形や正方形の面積を計算で求

める方法を理解し，それらを求積

公式にまとめて適用する。 

   ○ ・長方形や正方形の求積公式を理解している。        

（ワークシート） 

２ ・長方形の面積と一方の辺の長さか

ら，もう一方の辺の長さを求める。 

  ○  ・長方形の求積公式を用いて，長方形の面積と

一方の辺の長さから，もう一方の辺の長さを

求めることができる。  （ワークシート） 

３ 

本 

時 

・複合図形の面積の求め方を考える。  ○   ・複合図形の求積方法を考えることができる。  

（観察，ワークシート） 

４ 

本 

時 

・式を読んで，複合図形の面積の求

め方を説明する。 

 ○   ・面積の求め方について，式と図を関連付けて

説明することができる。 

（ワークシート，評価問題） 

第３次 いろいろな面積の単位・・・・・・・・・・・・５時間 

第４次 まとめの練習 ・・・・・・・・・・・・・・・１時間 

 

５ 本時の指導（第５時） 

（１）目 標 

  ○ 複合図形の求積方法を考えることができる。 

（２）準備・資料 

   ①図形の具体物（長方形の紙(青)，台紙(緑)）②ワークシート(思考焦点化シート) 

（３）展開 

学習内容・活動 指導上の留意点・評価○評  

１ 本時の学習内容を確認する。 

(1) 図形を作る活動を行う。 

 

 

＜予想される児童の反応＞ 

 

 

 

(2) 学習問題をつかむ。 

 

 

 

  

(3)学習課題をつかむ。 

 

 

 

２ 自力解決する。 

(1) 考え方シートに図のみで面積の求め方を考える。 

(2) 解決に必要な長さだけを図に書き込む。 

(3) 立式し，答えを求める。 

 

・学習した内容について授業の中で確認できるよう

に，内容をまとめたものをホワイトボードを使っ

て掲示する。 

・図形を組み合わせる活動を取り入れ，本時のねら

いにせまれるようにする。 

・台紙の中におさまれば，どのように組み合わせて

もよいことを伝える。 

 

・児童が作った形の中から問題を作り，児童が興味

をもって学習課題に取り組めるようにする。 

 

 

 

 

 

 

 

・面積の求め方を考えやすくするために，長さを示

す前に図と言葉で面積の求め方を考えさせる。  

・長さを提示し，面積を求めるために必要な長さだ

けを図に記入するように伝える。 

 

図形パズルでいろいろな形を作ってみよう。 

○問青い部分の面積の求め方 

を考えよう。 

○課面積の求め方を考えよう。 



 

３ 全体で比較検討する。 

・図形を縦に切る    ・図形を横に切る 

 

 

 

 

 

(式)８×６＋６×４     (式)２×６＋６×10 

  ＝48＋24                ＝12＋60 

    ＝72                     ＝72 

・長方形を３つに分ける ・大きい長方形から小 

            さい長方形を引く 

 

                     

 

 

 

(式)２×６＋６×６      (式)８×10－２×４ 

＋６×４             ＝80－8 

＝12＋36＋24             ＝72 

  ＝72 

４ 本時のまとめをする 

 

 

 

 

５ 適用練習を行う。 

○問青い部分の面積を求める式を作ろう。 

 

 

 

 

 

 

 

＜予想される児童の反応＞ 

・縦に切り長方形３つに分ける 

  ８×２＋６×４＋８×４ 

・横に切り長方形３つに分ける 

   ２×２＋２×４＋６×10 

・大きい長方形から小さい長方形をひく 

   ８×10－２×４ 

・縦と横に切り，５つの長方形に分ける 

  ２×２＋６×２＋６×４＋６×４＋２×４ 

 

６ 振り返り，次時の学習内容を確認する。 

 

 

・自力解決で考えたそれぞれの面積の求め方を発表

させる。 

・式の項や数が図のどの部分に対応するのかが分か

るように，同じ色や記号を使って示す。 

・自力解決で図や式に表せなかった児童には，分か

らない点も説明させ，友達の意見を聞いて，図や

式に表すように助言する。 

・それぞれの考え方の共通点と相違点について全体

で話し合う。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

・児童の言葉を使って，複雑な形は，面積の公式が

使えるように長方形を基にして考えればよいこと

を確認する。 

 

 

・最初に，どのような求め方をするのかを宣言させ

る。 

・求め方を宣言したら，ワークシートの図に必要な

長さだけを書き込み，立式するように伝える。 

・一つの考え方で立式ができた児童には，他の考え

方でも立式するように伝える。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

・本時の学習を振り返り長方形を基にすれば，いろ

いろな形の面積を求められることを押さえる。 

 

 

 

 

○評Ａ： 根拠となる考え方を示しながら，図の

みで考えた面積の求め方を基に考え，解

決に必要な長さを選択し，面積を求める

式を立式できる。 
  Ｂ： 図のみで考えた面積の求め方を基に考

え，解決に必要な長さを選択し，面積を
求める式を立式できる。 

〈努力を要する児童への手立て〉 
     図形パズルを用意し，長方形に分けれ

ばよいことに気付かせたり，掲示物で面 
積の求め方を確認できるように支援する。        

【数学的な考え方】 （観察，ワークシート) 

○ま今回の問題のような複雑な形でも，長方形を基

にして考えれば，面積を求めることができる。 
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５ 本時の指導（第６時） 

（１）目 標 

  ○ 面積の求め方を，式と図を関連付けて説明することができる。 

（２）準備・資料 

   ①ワークシート（自分の考えと相手の考えを記述する) ②説明ボード 

（３）展開 

学習内容・活動 指導上の留意点・評価○評  

１ 本時の学習内容を確認する。 

(1) 学習問題を知る。 

○問右の形の面積を求めます。 

次の式は，どのように面積を 

求めた式なのか説明しよう。 

①10×3＋7×5＋10×4 

②3×3＋3×4＋7×12 

③10×12－3×5 

④3×3＋7×8＋10×4 

(2) 学習課題を知る。 

 

 

 

２ 自力解決をする。 

(1) ペアで違う式を選ぶ。 

(2) 自分が選んだ式は，どのように面積を求めた式

なのかを記述する。 

 

３ 伝え合う活動を行う。 

(1) 自分の考えを相手に伝える。 

(2) 面積の求め方を聞いた児童は，その考え方を復
唱する。 

(3) 正しく復唱できるまで，繰り返す。 
(4) 正しく復唱できたら，相手から聞いた考え方を

記述する。 
 

４ 全体で比較検討する。 

・10×３＋７×５＋10×４・３×３＋３×４＋７×12 

 

 

 

 

 

 

・10×12－３×５      

 

 

 

 

 

 

 

・学習した内容について授業の中で確認できるよう

に，内容をまとめたものをホワイトボードを使っ

て掲示しておく。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

・面積の求め方の説明を記述するときに，式の項や

数が図のどの部分に対応するのかが分かるように

同じ色や記号を使って示す。 

・時間内に面積の求め方の記述が終わらなかった児

童には，伝え合う活動では，途中までの考え方を

伝えるように指示する。 

・相手が正しく復唱できない場合は，正しく復唱で

きるように，もう一度自分の考えを説明させる。 

・相手が正しく復唱できたペアには，ワークシート

に相手の考え方を記述するように伝える。 

 

 

・それぞれの考え方を全体で確認し，自力解決や伝

え合う活動で扱っていない考え方も共有する。 

・説明をする際に，式の項や式の中の数と図の対応

する部分を色や記号で印をつけていくと分かりや

すい説明になることに気付かせる。 

・それぞれの考え方の共通点と相違点について話し

合い，考え方をまとめていく。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

○課式と図を対応させて説明しよう。 
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・３×３＋７×８＋10×４ 

 

 

 

 

 

 

 

５ 本時のまとめをする。 

 

 

 

６ 適用練習を行う。 

 

 

 

 

 

７ 振り返り，次時の学習内容を確認する。 

○問下の図形の面積を求めるのに，さくらさんは次の

ような式を作りました。 

 

 

 

 

 

 

 

 10×４＋７×４＋２×５ 

どのように求めたのかを説明しましょう。 

 

 

 

 

 

 

 

 

・児童の言葉を使って，式の演算は図の中で何を意

味しているのかを確認する。 

 

 

・ワークシートの図に区切り線と必要な長さだけを

書き込むように伝える。 

・図への記入ができたら，説明を記述するように伝

える。 

・説明ができた児童には，他の問題を用意し，式と

図を関連付けながら説明する力が定着するように

する。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

・身の回りにあるものの面積も同じように求めるこ

とができるかを確認し，次時につなげる。 

 

 

○評Ａ： 面積の求め方について，式の数と図の

どの部分とが関連しているのかを明らか

にしながら説明できる。 

  Ｂ： 面積の求め方について，式の項と図の

どの部分とが関連しているのかを明らか

にしながら説明できる。 

〈努力を要する児童への手立て〉 

     図形パズルを用意し，どのように分け

ればよいかを確認し，式の意味が分かる

ように支援する。 

【数学的な考え方】 (ワークシート，評価問題) 

○ま 式を見れば，図がどのような形になるかが分か

る。 
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